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43年間継続している「業務改善活動」、24年間続いている「VＥ
活動」、2003年から始まった「SPS 活動*」等、これらの活動を
全社一丸となって取り組むことで確実な成果を残しています。既存
のやり方を徹底して改善し、ムリ・ムダ・ムラを省き、生産性向上
を念頭に、新技術・新工法に積極的に挑戦しお客様のニーズに確実
に応えるとともに、時代の変化に対応すべく様々な分野において積
極的に社会貢献活動の充実を図っています。
*SPS（Suyama Production System）活動：トヨタ生産方式を
建設会社にあわせた独自の手法　注）VEリーダ－335名はグルー
プ全体の人数

　すやま創意くふう研究所が関わった商品が二つあります。一つ
は「コンクリート余剰水除去再振動ロボット」（特許第
7066167号）です。一般的に、土間コンクリート打設時に打設
後余剰水が滲出し、これが左官の金鏝仕上げ作業の妨げになって
いました。更に、この余剰水はクラック等の発生要因とも考えら
れており、これを早期にタンピングにて発生させ吸水することに
より左官の手間を楽にし、且つコンクリート品質の向上を図る目
的で、このロボットが開発されました。更に再振動工法にも取り
組みその効果が実証されています。
　もう一つは「コンクリート工事に使うコードレスバイブレー
タ」です。通常の高周波バイブレータの場合、三人の作業員が必
要でしたが、リチウムイオン電池を採用したコードレスバイブ
レータにより、一人での作業が可能となりました。




